
 

  

 
 

〇“人を伸ばす言葉がけ”“人を潰す言葉がけ” 

 “言葉がけ”を意識したことはありますか？「こんにちは」「元気ですか？」という“声かけ”とは異

なり、“言葉がけ”は相手に「イメージ」を与えるものです。 
 

（こ）・・・「心に」 （と）・・・「届けた」 （ば）・・・「場面」 
 

言葉がけを、人に対する「質問の仕方」に置き換えるとわかりやすくなります。 
 

 

１ 

 

「否定質問」 － 出来ない事や失敗ばかりに着目する問いかけは、人をネガティヴにする。 

VS 

「肯定質問」 － 出来ている事、持っているものに着目する問いかけは、人をポジティヴにする。 

 

２ 

「過去質問」 －「なんであんな事をしてしまったんだ？」のように過去の失敗にこだわる問い 

 VS     かけは人をネガティヴにする。 

「未来質問」 －「成功のためにどうすれば良いと思う？」のような問いかけは、人をポジティ 

        ブにする。 

 

３ 

「クローズドクェスチョン」 － 「やる気あるのか？」など、答えが１つ又は Yes か No かしか 

      VS   ない問いかけは、時と場合によっては人をネガティヴにする。 

「オープンクェスチョン」  －「ここを改善するにはどうしたら良いと思う？」といった答えの 

       選択肢が無限にある(相手に考えさせる)問いかけは、相手をポジティブにする。 

 

状況や使い方にもよりますが、いずれも後者の方が相手の自主性を育み、ひいてはコミュニケーショ

ンも円滑になっていきます。 

人は言葉にプラスの力、マイナスの力を持たせることができます。何気ない一言が人を伸ばしたり、潰

すこともできるのです。肯定質問、未来質問、オープンクェスチョンを意識して、言葉の持つ力を大切に

していきましょう。 
 

○自動車学校通学について 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年度から３年生の自動車学校への通学を大幅に緩和して

います。自動車学校側からの連絡では､“３密”を避けるために教習人数の制限等で、通常よりも教習期

間が伸びる可能性があるということです。それにより、３月末時点での免許取得が困難になる可能性が

予想され、就職に大きな影響を及ぼす恐れがあることが懸念されています。 

 今年度中に普通免許（準中型免許）を取得したいと考えている人は、以下の条件をクリアして、10 月

から通学できるよう準備しましょう。 
 

＜許可条件＞（１）学校諸費等、部費を含め必要な納入金を滞納していないこと。 

（２）成績不振者でないこと。 （３）学校生活及び出欠状況において問題がないこと。 

（４）｢通学許可願｣を担任に提出し、学校長の許可を得ること。 

 
 

“一度口から出しちまった言葉は、もう元には戻せねーんだぞ… 言葉は刃物 

なんだ。使い方を間違えると、やっかいな凶器になる… 言葉のすれ違いで 

一生の友達を失うこともあるんだ…。”                 by 江戸川コナン 
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